


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































67000 手形預金 27025 95
793io86 77 御用準備預金 421580 5
869 08 御川手形預金 3464215 7
別段預金 U36765 48 9982010 52










189685 37 754077 70 滞貸抵当 1793
利戻抵当 500
34527 L9 仕払未済割賦金抵当 22 5
仕払未済賞金 26786 8 4973 30
前半季繰聾
27362 04
魍160533 50 別段偵立金 1575 94
割賦金 8125
後半季繰込 33775 6 L30782 62
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会計史論考：会計とは何だったのか（承前）（久野）
　明治九年上半季（第六回）のものは，先ず
「半季実際報告」についてみるのに，従来の
ものとは大分様子が変わってきた。形式とし
ては，「大陸式」から「英国式」になっている
し，報告科目も一変した。なお，ここで「英
国式」という名称を用いたが，意識的に所謂
「英国式」を採用したものとは到底考えられ
ない。詳細は別著rわが国財務諸表制度生成
史の研究』を参照されたい。全般的には，明
治十年六月の「改正・法定雛形」に近いもの
と云えよう。「改正・法定雛形」の先駆とみ
てよい。
　「総勘定書」の方には，特に注目すべき点
がある。「貯蓄金」の登場であり，ここに，
「総勘定」（利益金処分前貸借対照表）・「貯
蓄金勘定」（利益剰余金計算書）・「損益勘
定」（利益金処分計算書）からなる「三勘定
（書）体制」が確立した。
　この「三勘定（書）体制」が，明治六年十二
月刊のr銀行簿記精法』に掲示された「香港
上海銀行」の財務諸表体系に由来すること
は，既に述べた通りであり，「東京日々新聞」
の「決算公告」でみる限り，第四国立銀行
（明治八年九月十日）と第十国立銀行（明治十二
年一月二十二日）にもみられた。
　ただし，「決算公告」にみられたこの「三勘
定（書）体制」は，限られた一部の国立銀行の
場合にとどまり，一般には普及しなかった。
6．国立銀行・「決算公告」の類型
　第一国立銀行が，r銀行簿記精法』に例示
されている「香港上海銀行」の財務諸表体系
を踏襲して，「利益金処分前貸借対照表」（総
勘定）・「利益剰余金計算書」（貯蓄金勘定）・
「利益金処分（提示）計算書」（損益勘定）から
なる「三勘定（書）体制」，筆者（久野）の云う
「定型のトリオ」を確立したのは，明治九年
七月二十二日の「第六回決算公告」からであ
り，この体制は，後に明治十九年七月二十九
日の「第二十六回決算公告」で「貯蓄金勘
定」の公告が廃止されるまで続くのである。
　さらに，同行の公告・「損益勘定」の内容
は，短期間で次のように推移している。
明治七年七月二十二日
明治八年一月　　七日
　　　　七月　十五日
明治九年一月　二十日
　　　　七月二十二日
第二回
第三回
第四回
第五回
「損益計算書」
　　　　　　　　　「損益及び利益金処分財源調整
　　　　　　　　　　計算書」
箏認）コ＿，利益金処分計算書」
　大蔵省（及び株主総会）に提出の「半季利益
金割合報告」と「東京日々新聞」の紙面に公
告した「損益勘定」とを対比すると，次頁上
段のようになる。
83
第二回
「決算公告」の「損益勘定」
第三・四・五回
↑「一一／
「損益計算の領域」 「利益金処分財源調整計算の領域」
回六第
「利益金処分計算の領域」
「半季利益金割合報告」
　大蔵省（及び株主総会）に提出の「半季利益
金割合報告」は，損益計算に始まり利益金処
分（提示）計算に至る全領域を網羅した「完
全結合計算書」であり，英国人の云うProfit
＆Loss　AccountのDetailed　Formであった
が，新聞紙面に公告の「損益勘定」は，短期
間にこの「完全結合計算書」の一部ずつを開
示したものとなり，結局の所では「利益金処
分計算書」すなわち英国人の云うProfit＆
Loss　AccountのPublished　Formに落ち着い
たのである。
　「決算公告」として特異な事例としては，
第三国立銀行・「第二回決算公告」がある。
明治十年七月二十八日の紙面にみられる。次
の通りであった。
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　これは，Profit＆Loss　Account，　Publish－
ed　Formであり，「利益金処分計算書」（「利益
金処分議案」）である。「株主一同二公布」し
新聞紙面に公告したのはこの計表だけであっ
た。
84
　しかし，これはレヤー・ケースで，後に第
五十七国立銀行にその事例がみられた。この
第三国立銀行の場合も，明治十一年二月六日
の第三回では，「利益金処分前貸借対照表」
とProfit＆Loss　Account，　L）etailed　Formを
公告している。
　「東京日々新聞」の紙面にみえている数多
くの国立銀行・「決算公告」を史料として整
理・類別することは極めて有意義なことであ
ると考えているので，一般の株式会社の場合
をも含め，あるいは，普通銀行等の場合も含
めた『史料集成』として編成しているが，そ
の完成と刊行とは，何れも他日を期す。
　ここでは，その実況を概観して，敢えて大
雑把ではあるが類別してみると，次のように
なる。
　　①極めてレヤー・ケースではあるが，
　　　「利益金処分計算書」だけを公告して
　　　いる場合。
　　②筆者（久野）の云う「定型のトリオ」
　　　（三勘定体制）を公告している場合。
　　③　　「定型のトリオ」から「貯蓄金（積立
　　　金）勘定」を除外して公告している場
　　　合。
　以上のうち②と③の場合では，「総勘定
（書）」の内容は，何れも「利益金処分前貸借
対照表」である。
会計史論考：会計とは何だったのか（承前）（久野）
　次の④と⑤の場合も，同様に「利益金処分
前貸借対照表」であることに変わりはない
が，それとともに公告された「損益勘定」の
内容には，次のような相違がみられた。
　　④　　「損益勘定」の内容が一応「完全結
　　　合計算書」になってはいるが，「損益
　　　計算」の領域の報告科目が集約・集計
　　　されており，例えば「収益」について
　　　「総益金」のような一括の科目が使わ
　　　れている。あるいは，「費用」の領域に
　　　ついても同様に，例えば「利払其他諸
　　　入費」とするようなケースがみられた。
　　　英国銀行にもこの事例がある。1903年
　　　下半期のThe　London　and　Westmin－
　　　ster　BankのProfit　and　Loss　Accou－
　　　ntである（G．ライル編著r会計百科事
　　　典』Vol．8．　p．269）。
　　⑤「損益勘定」の内容が，明細な「完
　　　全結合計算書」になっている場合。
　公告された「総勘定（書）」と「差引表（損
益勘定）」とについてみるのに，前者は「利益
金処分前貸借対照表」（Balance　Sheet，　pre
－appropriated）を内容としたものになり，一
貫して継承されていくのに対して，後者は，
　　（a）第一・第四及び第十国立銀行の場合
　　　のように，「三勘定（書）体制」のうち
　　　の「損益勘定」という形で「利益金処
　　　分（提示）計算書」（「利益金処分議
　　　案」）を内容とする場合。
　　（b）第七十四・第九十五国立銀行の場合
　　　のように，最初から「利益金処分計算
　　　書」（「利益金処分議案」）を内容とす
　　　る場合。
　　（c）その他の多数の国立銀行の場合のよ
　　　うに，始めに「損益，利益金処分調整
　　　及び処分（提示）結合計算書」として
　　　出発し，後に「利益金処分計算」の部
　　　分だけが公告として残った場合。
　に類別することができる。
　かくして，大勢としては，国立銀行の「決
算公告」は，その名称こそ必ずしも画一化し
なかったけれども，内容は「利益金処分前貸
借対照表」と「利益金処分計算書」（「利益金
処分議案」）とに収敏していった。
　Balance　Sheetの摘要欄と内訳金額欄（int－
erior　column）とに，処分（予定）項目と金額
とをそれぞれ記載すると，Appropriation　in
Balance　Sheetとなる。詳細は13．で述べる。
7．一般株式会社の「決算公告」の嗜矢
　明治二十一年一月七日の「東京日々新聞」
の紙面に，日本郵船株式会社の「第一回報
告」と「第二回報告」とが同時に公告され，
この月中にこの公告は何回か繰り返されてい
る。その実況は次頁のとおりであった。
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会計史論考：会計とは何だったのか（承前）（久野）
　一見して明らかなように，この公告の内容
は，同社が株主総会に提出した「四勘定
表」：「損益勘定表」，「保険積立金勘定表」，
「大修繕積立金勘定表」および「資産負債勘
定表」の悉くを網羅したものである。報告科
目の分類や配列も同じである。ただし，同社
の第一回決算は明治十九年九月であり，その
第二回決算は翌年九月であったが，この公告
はさらにその翌年明治二十一年一月であった。
　「損益勘定表1は，その内容から云えば
「損益，利益金処分財源調整及び処分（宣言）
結合計算書」つまり「宣言型完全結合計算
書」であり，両積立金勘定表は「利益剰余金
計算書」の一種であり，また，「資産負債勘定
表」は，その内容から云えば「利益金処分後
貸借対照表」である。
　敢えて名付ければ，「完全公開型」の典型
である。ただし，同社のこのような「決算公
告」はこの時が最初で最後であった。
び「純益決算之事」という名称の「利益金処
分議案」を公告している。これは，保険会社
の典型的なタイプであり，同月二十一日の明
治生命保険会社の「第七年報」も全く同様で
あった。
　以上の他に，明治二十一年八月二十四日紙
面の日本銀行の「広告・第十一回」と「広告
・第十二回」がみえているが，ともに，「利益
金処分前貸借対照表」と「利益金配当勘定」
という名称の「利益金処分議案」とであった。
　これらの実況は，次頁以下の通りであった。
8．原始商法以前の一般株式会社の「決算公
　　告」の実況
　明治二十三年三月の原始商法制定直前頃の
時期をとってみると，国立銀行以外の一般株
式会社の場合，新聞紙面に「決算公告」をす
る会社の事例は極めてまれであった。
　極めてまれな若干の事例を紹介しておこう。
何れも「東京日々新聞」の紙面である。
　明治二十一年一月二十七日紙面の東京馬車
鉄道会社の「第十一回半季実際報告」は，「総
勘定ノ事」という名称の「利益金処分前貸借
対照表」と　「損益勘定ノ事」という名称の
「提示型完全結合計算書」とを公告している。
全般的に当時の国立銀行の影響が強く認めら
れる。
　明治二十一年二月十八日紙面の東京海上保
険会社の「第十七季広告」は，「資産・責任」
という名称の「利益金処分前貸借対照表」，
「損益之事」という名称の「損益計算書」及
87
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9．原始商法一部実施直後の「決算公告」の
　　実況
　ここに原始商法実施直後とは，明治二十六
年七・八月及び翌二十七年一・二月の二時期
とする。「東京日々新聞」の紙面にみる限り
では，前者では「決算公告」の事例は極めて
まれであって，前出の東京海上保険会社と東
京紡績会社及び下野麻紡績会社の三者にすぎ
なかった。後者ではその数を増している。
　東京紡績会社の場合は，その「第十一回報
告」で「利益金処分前貸借対照表」と「提示
型完全結合計算書」を公告している。下野麻
紡績会社の「第四回半季実際報告」の場合も
同様であり，いずれも明治二十六年七月二十
一日の紙面であった。翌八月四日の紙面にみ
られる東京海上保険会社の「第二十八季広
告」の場合も同様であるが，同社の「第二十
九季広告」では，「財産目録」が追加されると
ともに，「完全結合計算書」をやめて「利益金
処分議案」とした。注目すべき推移であった。
　後者の時期すなわち明治二十七年一・二月
になると，原始商法が株式会社に公告を命じ
ている「財産目録」と「貸借対照表」とを紙
面に公告する会社が出現するようになる。た
だし，「財産目録」といっても，この場合では
「資産目録」であり負債は含まれていない。
　次の諸株式会社がみられた。
　　　　（年月日）
明治二十七年一月　　十日
　　　　　　　　　十七日
　　　　　　　　　十九日
　　　　　　　　二十三日
二月
日
日
日
日
一
一
七
八
　（会社名）
鐘淵紡績株式会社
下野麻紡績株式会社
金町製瓦株式会社
王子製紙株式会社
日本セメント株式会社
東京製戎株式会社
富士製紙株式会社
日本メリヤス製造株式会社
　　　（タイトル）
「明治二十六年下半季報告」
「第十三回報告」
「明治二十六年下半期報告」
「明治二十六年下半季報告」
「第十回実際報告」
「明治二十六年下半季報告」
「第九回報告」
「明治二十六年下半季報告」
　「財産目録」と「貸借対照表」とで，資産
の内容について食い違いがみられるケースが
あるが，それは次のような事情に基づくもの
である。
　鐘淵紡績株式会社の場合では，「貸借対照
表」の資産の部に「諸損失金」20，000円を計
上しているためである。
　下野麻紡績株式会社の場合では，「財産目
録」に「製糸代未済金」209円12銭5厘を計上
していないためである。
　金町製瓦株式会社の場合では，「財産目録」
に「建築費」2，234円91銭5厘を計上してい
ないためである。
　東京製戎株式会社の場合では，「財産目録」
に「創業費」1，054円1銭9厘を計上してい
90
ないためである。
10．「商法・D折衷型」と「商法・P折衷型」
　　の登場
　既に述べたように，原始商法制定以前で
は，国立銀行及びその影響下にあった諸会社
の場合では，その名称はさまざまであった
が，その内容から云えば，①「利益金処分前
貸借対照表」あるいは「利益金処分後貸借対
照表」とともに「提示型もしくは宣言型結合
計算書」を公告するもの，②前者とともに
「利益金処分議案ないし利益金処分計算書」
を公告するものが大勢を占めた。ここでは便
宜上，①を「国立銀行D型」，②を「国立銀行
P型」と呼んでおく。
　　　　　　　　　　　　会計史論考：
　伝統的な「国立銀行D型」・「国立銀行P
型」と，「財産目録」と「貸借対照表」とを公
告させる「商法型」との間の折衷が生ずるの
は，蓋し自然の成り行きだったのかもしれな
い。ここでは便宜上，「商法・D折衷型」及び
「商法・P折衷型」と名付ける。
　ここに「商法・D折衷型」とは，「財産目
「商法・D折衷型」
　　　（年月日）
明治二十七年一月
会計とは何だったのか（承前）（久野）
録」・「利益金処分前貸借対照表」・「提示型完
全結合（もしくは混合）計算書」を公告してい
る場合を云う。
　ここに「商法・P折衷型」とは，「財産目
録」・「利益金処分前貸借対照表」・「利益金処
分議案」（「利益金配当ノ事」）を公告してい
る場合を云う。
として，次の諸会社がみられた。
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
一
二
三
四
六
六
六
一
三
四
五
一
一
一
十
　
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
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二
二
二
二
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二
「商法・P折衷型」
　　　（年月日）
明治二十七年一月二十六日
　　　　　　　　　三十日
　　　　　　二月　　三日
　　（会社名）
中小阪製鉄株式会社
東京馬車鉄道株式会社
東京株式取引所
大阪堂島米穀取引所
東京米穀取引所
東京商工銀行
大坂硫曹株式会社
利根運河株式会社
米倉庫株式会社
酒田米穀取引所
株式会社伊藤銀行
東京石川島造船所
日本鉄道株式会社
日本生命保険株式会社
日本銀行
として，次の諸会社がみられた。
十五日
二十日
　　（タイトル）
「決算報告」
「第二十三回半季勘定報告」
「公告」
「第三十六回報告」
タイトルなし
「第九期営業報告」
「広告」
「第十二回報告」
「第九回公告」
「第十七回報告」
「第二十五期報告」
「第五回実際報告」
「第二十四回報告」
「第五回公告」
「第二十三回実際報告」
　　（会社名）　　　　　　　　（タイトル）
合名会社三井銀行　　　　　「明治二十六年下半季公告」
東京製皮株式会社　　　　　「明治二十六年下半季計算公告」
東京海上保険株式会社　　　「第二十九季広告」
　　（久野注：前期のものと比較してその推移に注目）
東京帽子株式会社　　　　　「第一季決算報告」
大阪商船株式会社　　　　　「第十五回公告」
11．「商法省略型」の登場
　爾後，多くの株式会社の「決算公告」に見
受けられた事例であり，お馴染みのものであ
る。すなわち，
　「財産目録ハ貸借対照表中貸方（もしくは借
91
方）之部ト同一ナルヲ以テ略ス」
　「財産目録ハ貸借対照表ノ資産ト同ジニ付
略ス」
　となっている。
　筆者（久野）は，便宜上これらを「商法省略
型」と呼ぶ。
　「財産目録」が「貸借対照表」の「資産の
部」と同一だとすれぽ，商法が成文を以て
「財産目録」を規定する筈がない。「同一ナル
モノ」を，わざわざ別々に作成させ公告を命
ずる筈がないのである。要するに「財産目
録」の本義がまったく解っていないのである。
　本来，「財産目録」は，財産の実態調査に基
づいて調製される「総資産」と「総負債」と
の明細（例えば，数量・単価・金額・所在・用途
等）な「総目録」である。もとより帳簿から
誘導して調製するものではない。
　わが国の実況では，この「商法省略型」が
酒々として「決算公告」の大勢を占めていく
のである。
　明治二十七年上半期の「決算公告」を掲載
する同年七・八月の「東京日々新聞」の紙面
には，これら公（広）告の事例が極端に寡な
い。日清戦争が始まっているのである。
12．明治三十二改正商法以後の推移
　改正商法は，「財産目録」が浩潮なもので
あるからその公告を命ずるのは苛酷に失する
という理由で公告を廃止した。
　ただし，当時までの「財産目録」の一般的
な理解および公告の実態からすると，改正理
由には，少々ピントが合わないところがある。
わが国商法の母法となった「大陸商法」の財
産目録規定及び大陸系会計制度の伝統ともみ
るべき財産目録制度に対して，明治初年以
来，英米系会計制度を直輸入してきたわが国
の会計実務が馴染み難かった側面は否定出来
ない。
　周知のように，その後昭和三十八年の法改
正によって，「計算書類」第一号の財産目録
が株主総会に提出する書類から削除され，次
いで昭和四十九年の法改正によって，「計算
書類」第一号の財産目録そのものが廃止さ
れ，第二号の貸借対照表が第一号に繰り上っ
た。
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13，「利益金処分計算領域」（appropriation
　　section）の開示・公告
　既に述べたように，明治七年七月二十二日
の「東京日々新聞」の紙面に開示されたわが
国最初の株式会社第一国立銀行の「第二回決
算公告」以来，「利益金処分前貸借対照表」に
相当する会計計表とともに，伝統的に永く
「利益金処分計算領域」（appropriation
section）が開示・公告されてきたことを，特
に強調したいと思う。
　国立銀行を始めとして，後の普通銀行，日
本銀行，日本勧業銀行，日本興業銀行，合資
・合名会社の形態をとった銀行，さらには，
保険会社その他の一般株式会社，これらで
は，殆ど例外なく「利益金処分計算領域」が
開示・公告されてきた。
　さらに，かかる実況は，明治二十三年原始
商法制定後も，明治三十二改正商法後も，引
き続き変わりはなかった。
　ここでいう「利益金処分計算領域」の開示
・公告は，「損益勘定」（Profit＆Loss
Account）でなされたが，それらの「損益勘
定」には，次のようなバリエーションがあっ
た。
①「提示型もしくは宣言型の完全結合
　計算書（場合によっては混合計算書）」で
　ある場合。
②　　「利益金処分計算書」である場合。
③「利益金処分議案」である場合。
　大正年代に入っても，普通銀行，日本銀
行，日本勧業銀行，日本興業銀行，朝鮮銀
行，北海道拓殖銀行，生命保険会社等では，
「貸借対照表」の他に上掲のような内容の
「損益勘定」を新聞紙面に開示・公告してい
る。
　この時期の一般諸株式会社の場合でも，
会計史論考：会計とは何だったのか（承前）（久野）
「利益金勘定」・「利益金及繰越金勘定の分
配計算」・「損益並配当計算」・「損益計算」・
「利益金処分（分配）」等のさまざまなタイト
ルで，英国人のいうProfit＆Loss　Accou－
nt，　Published　Formつまり「利益金処分計算
書」を紙面に開示・公告している。
　これが，この時代の極く一般的な景況で
あった。因みに，大正二年一月二十四日の
「東京日々新聞」の紙面にも，富士屋ホテル
株式会社，荒川砂利株式会社，日本石油株式
会社，鐘淵紡績株式会社等のケースがみえて
いる。
　同時に，この時期になると商法が命じてい
る「貸借対照表」だけを公告する会社もでて
くるが，全体としてみると，あくまで少数派
であったという事実を，この際特に強調して
おきたい。
　なお，貸借対照表の「資本の部」の末尾，
つまり「大陸式」の場合で云えば「貸方側」
の末尾，「英国式」で云えば「借方側」の末
尾，の摘要欄と内訳金額欄（interior　column）
とに，それぞれに提示（ProPosed）された処
分予定項目と金額とを記載して，貸借対照表
の公告によって同時に「利益金処分計算領
域」を開示・公告する事も出来る。　（提示）
　ハヅトフィールド著丁近代会計学』　（1909，
pp．54－55，　p．65．）では，「貸借対照表は，単に
当該年度の利益を示すだけではなく，その利
益の処分提示（the　proposed　distribution　of
such　profit）の内容を示すような様式で作成
することも出来る。かかる事例は65頁で紹介
したドイツの貸借対照表にみられる。これと
幾分似通った事例が，多くの英国の会社の貸
借対照表にもみられる。例えばJ＆P，
Coats会社がそれである」と述べている。彼
がレーム（Herman　V．　Rehm）のDie　Bilan－
zen　der　Aktiengesellschaften，1903．から引用
した「ドイツ製造会社の貸借対照表」につい
ては，別著『わが国財務諸表制度生成史の研
究』の73－74頁を参照されたい。
　また，英国での事例としては，ライル（G．
Lisle）編著r会計百科事典』（1907年）・第8
巻（272・3頁）にThe　Ocean　Accident　and
Gurantee　Corporation，　Limited，1903と
London　and　Lancashire　Fire　Insurance
Company，1903．の貸借対照表が掲載されてい
る。前者の場合で云えば，「借方側」の「本金
額欄」（exterior　column）の末尾には「当期未
処分利益」　（中間配当金を控除）£54，3856．
7．が報告されており，その下の摘要欄と内
訳金額欄（interior　column）とに「取締役会
報告書」に提示（ProPosed）された処分予定
項目と金額とがそれぞれ記載されている。こ
れらの様式をAppropriation　in　Balance
Sheetという。わが国で最初の株式会社で
あった第一国立銀行の「半季実際報告」は，
将にこの様式の「利益金処分前貸借対照表」
であった。通説の云う「利益金処分後貸借対
照表」ではない。
　「内訳金額欄」（interior　column）と「本金
額欄」（exterior　column）とを使い分けたこ
れらの様式につき，上掲の二例の該当部分を
抽出して示すと次の通りである。
　　　（ハットフィールドが引用した事例）
ドイツ製造会社の貸借対照表：消極・貸方の部の末尾
（内訳金額欄）
19．損　益
　　　前期繰越利益
　　　当期利益　　100，612．09
　　　減価償却費△14，857．14
　　　M
17，119．33
85，754．95
（本金額欄）
　　　M
102，874．28
93
利益金処分提示
　積立金5％
　配当金9％
　役員賞与金5％
　次期繰越利益
4，287．75
81，000．00
2，273，36
15，313．17
1，395，542．48
　　　　　　（『会計百科事典』・Vo1．8p．272の事例）
The　Ocean　Accident　and　Gurantee　Corporation，　Ltd．の貸借対照表
：借方の部（英国式）の末尾
（内訳金額欄）
当期未処分利益　　　　　　66，608　8．7．
　差引：中間配当金　　△　12，223　2．0．
（本金額欄）
　取締役会報告書に提示された処分内容
は，次の通りである。
　事業拡張積立金等の積立額　35，82712．
　配当金　　　　　　　　　　12，33015．
　次期繰越利益　　　　　　　　6，22818．
0
0
0
り
0
　
1
54，385　　6．　　7．
£　　54，385　　6．　　7．
£　　1，387，984　18．　　8，
94
